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当事者参画型開発の取組の目的

• 「製品やサービスに対するニーズをもつ
 認知症の人自身が、協力の意思を持って、それらの製品・サービスの
開発プロセス（企画、実施、評価等）に『参画』すること」と定義する。

• 認知症の人の主体的な協力意思を伴わない、一方的な観察や意見聴取
は「当事者参画」とは言えない。

• 「認知症の人のニーズを反映した製品・サービス」であることの条件として、認
知症の人の意見が製品・サービスの「コアあるいはそれに近い部分」への反映
を意図したものである必要がある。

• ここでの「開発」は新しい製品・サービスの創出だけではなく、
既存の製品・サービスを認知症の人の意見をもとに改良することも含む。

本取組における「当事者参画」、「参画」、「開発」の定義・考え方

• 認知症の人が企業の開発プロセスに「参画」し、企業とともに新しい価値を生み出す「共創」を行う「当
事者参画型開発（＝オレンジイノベーション・プロジェクト）」を推進。

• 本取組の目的は、共生社会の実現に資する質の高いソリューションが創出される仕組みの構築。



本年度（2025年度）の企業・団体等の参画状況
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出所：経済産業省「オレンジイノベーション・プロジェクト 特設ウェブサイト」 https://www.dementia-pr.com/

• 本プロジェクトは、2020年度に検討を開始し、認知症の人とともに生活課題の解決ややりたいことの実
現に資する製品・サービスの開発に取り組む企業・団体を対象とした開発の支援を継続的に実施。

• 今年度は、58の企業・団体を採択した（2020～22年度：5社⇒2023年度：20社⇒2024年度：46社）。

※外部有識者からなる審査会（非公開）において採択可否を検討

令和７年度 オレンジイノベーション・プロジェクト 実践企業・団体（58企業・団体）

https://www.dementia-pr.com/
https://www.dementia-pr.com/
https://www.dementia-pr.com/


各社が開発している製品・サービスの事例：継続企業
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株式会社コスモテック 株式会社さくらほりきり 一般社団法人日本介護美容セラピスト協会
• いつでもどこでもメモができ、自然に目に入って思い出
せる、手首に巻きつける“身につけるメモ帳”「wemo」

• 誰もが簡単に完成度の高い作品が作れる手作りキットと、 • どなたでも、いくつになっても、使いやすい・続けやす
好きな時に見られる作り方の動画サービス い高保湿スキンケア 「momote（モモテ）」



各社が開発している製品・サービスの事例：新規参画企業
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株式会社kittoi GROOVE X株式会社 丸光産業株式会社
• 車いすユーザーが開発した誰でも着やすく、動きやすい
割烹着

• お世話をすることで日常の楽しさを増やし、ゆるい見守
 りも可能な家族型ロボット「LOVOT[らぼっと]」

• 「じぶんケア」を第一とした、縫製と介護のかけあわせ
で生まれた新しいトータル介護ブランド



パートナー団体の拡大 認知症の人等の参画状況
• 日本認知症本人WG、認知症の人と家族の会、厚生労働省と連携し、開発に参画する認知症の人の募集に
ご協力いただくパートナー団体（自治体、介護事業者、医療機関、当事者団体）等の拡大に向けた取組を実施。

• 令和６年度以降、認知症の人641名、家族・支援者等385名の計1,026名が開発活動に参画。

※令和６年４月から令和８年１月末時点までの実績値、延べ人数

当事者団体等
• JDWG
• 認知症の人と家族の会

自治体
• 京都府
• 兵庫県太子町
• 三重県四日市市

介護事業者
• 特別養護老人ホーム 六甲の館
• 北区在宅デイサービスセンター かみやま倶楽部
• 有限会社アルサ会 おもいでの郷

医療機関
• 京都府こころのケアセンター
若年性認知症支援チームおれんじブリッジ

• 社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会千里病院

当事者団体等
• 地域共生開発機構 ともつく
• レイの会
• NPO法人認知症の人とみんなのサポートセンター
• ひょうご認知症希望大使活動パートナー
• 特定非営利活動法人四日市Dサポート
• 若年性認知症本人交流会おれんじサロンひと・まち
（社会福祉法人京都市社会福祉協議会 京都市長寿すこやかセンター運営）

自治体
• 鳥取県鳥取市

自治体
• 福岡県福岡市
• 福岡県宗像市
• 大分県

介護事業者
• ケアグループなでしこ
• 社会福祉法人水光会
しらぬい荘デイサービスセンター
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出所：株式会社平凡社地図出版 / ROOTS製作委員会

自治体
• 東京都品川区、八王子市、日の出町
• 埼玉県さいたま市
• 神奈川県
• 神奈川県大和市、横須賀市

介護事業者
• 有限会社ハピア オレンジカフェハハハ
• 100BLG株式会社
• NPO法人シニアライフセラピー研究所『亀吉』
• 社会福祉法人池上長寿園
大田区若年性認知症支援相談窓口

• 社会福祉法人東京栄和会 なぎさ和楽苑
• HYS Space

障害福祉事業者
• 社会福祉法人東京コロニー 東京都大田福祉工場

医療機関
• 東京医科大学病院認知症カフェ「認茶屋」
• オレンジほっとクリニック

当事者団体等
• NPO法人マイway
• リンカフェ
• さいたま市認知症フレンドリーまちづくりセンター
• わすれな草の会
• 一般社団法人ユニオン
• 一般社団法人Dフレンズ町田
• ミモザ
（東京都武蔵野市の若年性認知症の仲間と家族の交流の会）

• NPO法人いきいき福祉ネットワークセンター

自治体
• 静岡県三島市
医療機関
• 国立長寿医療研究センター
当事者団体等
• 一般社団法人ボーダレス

自治体
• 山形県天童市
• 新潟県三条市
介護事業者
• 福井県民生活協同組合（福井市5拠点）
当事者団体等
• NPO法人ニット

九州
認知症の人28名
家族・支援者等24名

中国
認知症の人39名
家族・支援者等18名

近畿
認知症の人188名
家族・支援者等57名

東海
認知症の人10名
家族・支援者等10名

北陸・東北
認知症の人31名
家族・支援者等15名

関東
認知症の人345名
家族・支援者等261名



国立研究開発法人 国立
精神・神経医療研究セン
ター 神経研究所 所長

岩坪 威

特定非営利活動法人 イ
シュープラスデザイン 代表

筧 裕介 駒村 多恵

フリーキャスター・介護福祉 株式会社HAKUHODO 一般社団法人 日本認知
士 ITTENI取締役 戦略コ 症本人ワーキンググループ

ンサルティング本部統括 相談役理事

根本 豊 藤田 和子

慶応義塾大学大学院 健
康マネジメント研究科

教授

堀田 聰子

かながわオレンジ大使
（認知症本人大使）

前田 博樹 守谷 卓也

DAYS BLG！はちおうじ 一般社団法人 日本認知 公益社団法人 認知症
代表 症本人ワーキンググループ の人と家族の会

代表理事 代表理事

山中 しのぶ 和田 誠

オレンジイノベーション・アワード2025 概要
• 本取組の認知拡大に向け、企業や団体等を対象とした表彰（オレンジイノベーション・アワード）を開催。

• 計25件の応募から、受賞企業を決定。2026年2月26日に表彰式を開催。

オレンジイノベーション・アワードの概要

目的

• 認知症の人とともに、生活課題解決や、やりたいことの実現の助け
となる製品・サービスの開発が、さまざまな業界・領域にて推進さ
れ「当事者参画型開発」の認知が拡がり、共生社会が実現されるこ
とを目指し、開催するもの。

対象

• 製品・サービス部門：認知症の人との共創のプロセスを重視して開
発され、すでに販売・提供開始しているユーザーフレンドリーな製
品やサービス

• アイデア部門：認知症の人との共創のプロセスを重視して開発を行
っている最中で、発売・提供開始前の製品・サービスのアイデア

日程 • 応募締切：令和７年12月5日、表彰式：令和８年２月26日

審査

基準

① 製品・サービスの使いやすさ
② 認知症の人との共創のプロセス

賞の

種類

• 製品・サービス賞、アイデア賞：
各部門において総合得点が最も高い企業

• 特別賞：審査基準①②の合計得点が高い企業
• 本人賞：本人審査委員の総合得点が最も高い企業

応募

総数
25件（製品・サービス部門17件、アイデア部門8件）

審査員
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オレンジイノベーション・アワード2025 審査結果
• 製品・サービス賞は株式会社大醐、アイデア賞は神奈川県立横須賀高等学校・NTT人間情報研究所が受賞し
た。特別賞は、株式会社kittoi、ソリッドソニック株式会社、株式会社チヨダ、本人賞は神奈川県立横須賀高
等学校・NTT人間情報研究所がそれぞれ受賞した。

製品・サービス賞 アイデア賞・本人賞※

株式会社 大醐
迷わず履ける靴下 Unicks（ユニークス）

神奈川県立横須賀高等学校・
NTT人間情報研究所
認知症にやさしい社会へむけたポジティブすごろく
～認知症当事者の気持ちを知って、みんなで考えよう～

特別賞

株式会社kittoi
みんなにいい割烹着

特別賞

ソリッドソニック株式会社
Vibone nezu 3 (バイボーンネズスリー）

特別賞

株式会社チヨダ
CEDAR CREST スパットシューズ

※アイデア賞と本人賞のW受賞

Vibone Nezu 3 8



学生団体と連携した取組の実施
• 当事者参画型プロダクト開発を行っている学生団体（TOM JAPAN）と大阪市内で介護事業を展開する
事業者（かみやま倶楽部）と連携し、認知症の人と学生の共創によるプロダクト開発企画を実施中。

かみやま倶楽部との実践

【継続実施中】
ボランティア訪問

• ボランティア訪問を月１～２回実施

• 本取組にて開発に参画する認知症の人
への個別ヒアリングも実施。

• 個別ヒアリングから抽出された
「困りごと」の解決方法を話し合う
ワークショップを実施予定。

• 参加者は認知症の人10名程度。

３Dプリンタによる
プロトタイプ製作・

製品開発

• ②から生まれたアイデアをもとに、
３Dプリンタを使用したプロトタイプ
製作・製品開発を実施予定。

• 認知症の人とトライアルしながら共創
する想定。

1

3

【実施済み】
困りごと共有WS

2
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※株式会社イトーヨーカ堂の協力のもと作成
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流通・販売に関する取組の実施
• イオンリテール株式会社が開設した「MySCUEマーケットプレイス」において、
本プロジェクト参画企業の製品・サービスの周知・販売中。また、本プロジェクトから生まれた製品・
サービスの販売に活用可能な「タグ」について1月より各採択企業での利用を正式に開始した。

• 今後も流通・販売にご協力いただける企業・団体とともに販路開拓を図る予定。

タグMySCUEマーケットプレイス

・本プロジェクト参画企業の
商品紹介ページへリンク
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